
 

第６４回青森県青年・女性漁業者交流大会開催要領 

 

１ 目  的 

県内青年・女性漁業者が一堂に会し、活動実績の発表を通して知識の交換と活動意欲

の向上を図り、沿岸漁業の振興及び漁村生活改善等に寄与することを目的とする。 

 

２ 主  催  青森県 

 

３ 参集範囲  県内青年・女性漁業者、漁業協同組合員、市町村水産担当者等の水産業

関係者 

 

４ 会  場  アピオあおもり（青森市中央３丁目１７－１） 

        イベントホール 

 

５ 開催日時  令和５年１月２６日（木）１３時１５分～１５時３０分 

 

６ 内  容 

時  間 行   事 備  考 

１３:１５ 

 

１３:２０～１４:２０ 

１４:２０～１４:３０ 

１４:３０～１５:２０ 

 

 

 

 

 

 

１５:２０～１５:３０ 

１５:３０ 

開 会 

 主催者挨拶 

活動実績発表 

休憩 

審査 

講演 

 

 

 

 

 

結果発表、表彰式 

閉 会 

 

青森県知事 

発表時間１５分／１人×４人 

 

審査員は審査会場で審査 

発表審査の間、講演会を開催 

主 催 （一社）青森県水産振興会 

講演名 青森県深浦町での取組について 

 講 師 （株）ホリエイ 

     代表取締役 堀内 精二 氏 

     取締役営業部長 野呂 英樹 氏 

 

 

 

７ 審査及び表彰 

（１）発表課題について、審査委員が審査を行い、優秀賞及び優良賞を決定する。 

（２）優秀賞及び優良賞について、表彰状を授与する。 

（３）審査の基準については別に定める。 

  



 

８ 審査委員 

審査委員長 青森県農林水産部水産局長 山 中 崇 裕 

審査委員 青森県漁業協同組合連合会代表理事会長 松 下 誠四郎 

 東日本信用漁業協同組合連合会青森支店運営委員長  西 山 里 一 

 青森県漁協青年部連絡協議会長 八 戸  翼 

 青森県漁業士会長 秋 田 正 明 

 青森県漁協女性組織協議会長 伊 藤 満由美 

 青森県農林水産部水産局水産振興課長 白 取 尚 実 

 青森県農林水産部水産局漁港漁場整備課長 板 垣 正  

 青森県農林水産部総合販売戦略課長  森 洋 貴 

 （地独）青森県産業技術センター水産総合研究所長  長 崎 勝 康 

 （地独）青森県産業技術センター内水面研究所長  吉 田  達 

 （地独）青森県産業技術センター食品総合研究所長 中 田 健 一 

 （地独）青森県産業技術センター下北ブランド研究所長 中 村 靖 人 

 

９ 発表課題、団体名及び発表者 

地区 課    題    名  発  表  者 

東青 

漁港周辺を活用したナマコ増殖について 

 －ナマコの資源回復に、前のめりな 

私たちの取り組み－ 

野辺地町漁業協同組合 

刺網・底曳・底見漁業者連絡協議会 

瀬川 一平 

三八 
小川原湖の宝を守る 

－ヤマトシジミの資源管理と販売促進－ 

小川原湖漁業協同組合 

蜆生産部会 

部会長 鶴ケ崎 純一 

西北 
宝のナマコに魅せられて 

－ズボラ式ナマコ人工採苗のその後－ 

新深浦町漁業協同組合 

北金ヶ沢漁業振興会 

七戸 達也 

下北 
下北の小さな港から大きな海へ 

 －小さな思いは地域を変える－ 

株式会社尾駮鮮魚団 

代表取締役 橋本 翔 

 

10 新型コロナウイルス感染症対策 

・来場者に、当日の検温、消毒の徹底、正しいマスクの着用を義務付け、検温時に       

３７．５度以上の発熱があった者は、入場を断る。 

 ・事前申込制とし、参加者の席は１席分の間隔を空け、参加者がイベントホール収容人

数（２３４人）の５０％（１１７人）以下となるよう調整する。 

 ・会場及びその周辺は飲食禁止とする。ただし、密閉容器（ペットボトルや水筒など）

に入った飲料の持ち込みは可とする。 

 ・新型コロナウイルスの感染状況によっては、開催方法を再度検討する。 


